
第２１回総務経済常任委員会会議記録 

開 閉 会 

日   時 

 令和２年１２月１日（火曜）     午後 ３時４５分 開会 

 休憩 15:47-15:48、15:50-15:51、15:56-15:57 

                   午後 ３時５７分 閉会 

休憩時間： ０時間０３分 会議時間： ０時間０９分 

会議場所  役場３階 第１委員会室 

出席委員  

氏   名 

委員長  正村紀美子 委 員 中村 和宏  

副委員長 鈴木 健充 委 員 柴田 正博  

委 員  黒田 栄継 委 員 西尾 一則  

委 員  堀切  忠  議 長 早苗  豊 

説明員 

農林課長 佐々木 快治   

商工観光課長 紺野  裕   

商工振興係長 中村 宗紀   

    

    

参考人    

欠 席 委 員 

氏   名 

   

   

事務局職員 事務局長 仲野 裕司 係長 佐藤 史彦  

『会議に付した事件と会議結果など』 

 

１ 開 会 

委員長が開会を告げ、事務局から本日の委員会の日程を説明する。 

 

２ 議 件 

（１）審査事項 

ア 陳情第８号「コロナ禍による地域経済対策を求める要望意見書」の提出を求める

陳情 

委員長：どのような方法で審査すべきか。 

柴田委員：陳情者を招致し、意見を伺い審査を行ってはいかがか。 

委員長：それでは、次回の委員会で陳情者を参考人として招致し質疑を行い、討論を経

て、採決することをお諮りする。 

 （異議なし） 

委員長：決定とします。 

委員長：以上で審査事項「ア 陳情第８号「コロナ禍による地域経済対策を求める要望

意見書」の提出を求める陳情」を終わります。 

 

 



委員長：お諮りします。農林課長から「令和２年産 農畜産物の生産見込み」につい

て、及び、商工観光課長から「中小企業経営近代化資金融資（緊急対策融資）の実施

期間の延長」について報告したい旨申し出があるがよろしいか。 

  （異議なし） 

 委員長：初めに農林課からの報告を受けることとする。 

農林課長：農業粗生産額の概算推計として、耕種部門、畜産部門の合計は２９７億７，

３３４万１千円となり、令和元年産からは約１４億円の減となった。耕種部門は小

麦、豆類、てん菜が減少し、特に小豆相場の下落が影響している。畜産部門は肉用牛

の生産額減少が顕著となっている。昨年より減少したものの、史上３番目の額とな

った。今後も基盤整備等に取り組んでいく。 

委員長：次に商工観光課からの報告を受けることとする。 

商工観光課長：詳細は担当から説明する。 

商工振興係長：緊急対策融資については、条例改正により新型コロナウイルス感染症

を対象として令和２年１２月３１日までの期限としていたが、北海道内の新型コロ

ナウイルス感染症拡大の状況は収束が見通せず、十勝管内においても拡大しており、

経済への影響は長期化が想定されるため、令和３年３月３１日融資実行分までを対

象として期限延長する。３月補正、予備費で対応する。 

委員長：以上で報告を終わります。 

 

３ その他 

（１）次回委員会の開催日程について 

令和２年１２月７日 月曜日 午前９時３０分からとします。 

 

（２）その他 

委員、議長、事務局ともになし。 

 

以上をもって、総務経済常任委員会を終了する。 

 

傍 聴 者 数 一般者 ０名 報道関係者 ０名 議 員 ０名 合計 ０名 

 令和２年１２月１日 

総務経済常任委員会委員長 正村紀美子 

 

 


